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リフレッシュ記念大会」が開かれました。野球８チーム、
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１３

　
市
民
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
改
修
工
事
が
完

成
し
、
３
月
　
日
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
記
念

事
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。�

　
工
事
費
は
、
四
千
七
百
七
十
七
万
五

千
円
、
昭
和
　
年
に
設
置
さ
れ
た
全
天

候
コ
ー
ト
２
面
を
、

砂
入
り
人
工
芝
に

改
修
し
、
同
様
の

コ
ー
ト
が
２
面
新

設
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
壁
打
ち
コ

ー
ト
は
移
設
さ
れ

ま
し
た
。

　
記
念
事
業
に
は
、

市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

連
盟
の
関
係
者
、

市
内
の
中
学
生
ら

　
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
　
嶋
市
長
、

渡
辺
県
議
会
議
員

に
よ
る
始
球
式
に

続
き
、
中
京
商
業

高
等
学
校
（
４
月

か
ら
中
京
高
等
学

校
に
名
称
変
更
）

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
ク

ラ
ブ
の
三
浦
賢
治

監
督
と
部
員
に
よ
る
軟
式
テ
ニ
ス
教
室

が
開
か
れ
ま
し
た
。�

　
施
設
の
充
実
の
た
め
、
改
修
工
事
が

行
わ
れ
て
い
た
樽
の
上
野
球
場
の
整
備

が
３
月
に
完
了
し
ま
し
た
。
工
事
費
は

五
千
六
百
四
十
九
万
円
、
ダ
ッ
グ
ア
ウ

ト
・
本
部
席
・
観
覧
席
の
改
修
、
バ
ッ

ク
ネ
ッ
ト
と
、
内
野
お
よ
び
外
野
の
地

盤
整
備
、
駐
車
場
を
設
置
し
ま
し
た
。

・
利
用
料
金

　
昼
間（
９
時
〜
　
時 

１
時
間
単
位
）

　
　
　
３
０
０
円
　

　
夜
間（
　
時
　
分
〜
　
時
　
分
）　
　

　
　
　
７
、０
８
０
円

◎
利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
体
育
館
　
☎
６
８
ー
０
７
４
７

＊
夜
間
の
利
用
申
し
込
み
は
、

　
瑞
浪
地
区
ナ
イ
タ
ー
運
営
委
員
会

　
大
西
（
☎
６
８
ー
７
４
７
１
）
へ

・
利
用
料
金
（
コ
ー
ト
１
面
）�

　
昼
間（
９
時
〜
　
時
　
３
時
間
単
位
）

　
　
　
３
０
０
円

　
夜
間（
　
時
　
分
〜
　
時
　
分
）

　
　
　
１
、５
０
０
円

◎
利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
市
民
体
育
館
　
☎
６
８
ー
０
７
４
７

樽
の
上
野
球
場
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
記
念
大
会

◇
野
　
球
（
会
場 

樽
の
上
野
球
場
）

　
瑞
浪
Ａ
　
―
０
稲
津

　
土
岐
　
　
―
３
陶
　

　
瑞
浪
Ｂ
　
―
０
明
世

　
釜
戸
　
　
―
３
日
吉

◇
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル（
会
場 

瑞
浪
小
学
校
）

　
日
吉
　
―
６
瑞
浪

　
釜
戸
２
―
９
日
吉

　
釜
戸
３
―
８
瑞
浪

　
瑞
浪
市
小
田
町
の
旧
瑞
浪
小
学
校
跡

地
の
整
備
が
ほ
ぼ
終
わ
り
、
４
月
１
日

消
防
団
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
公
園
面
積
は
１
万
６
５
０
０
�
、
12

年
度
の
工
事
費
は
七
千
八
百
十
万
六
千

円
で
、
広
場
の
山
砂
舗
装
、
バ
ッ
ク
ネ

ッ
ト
、
あ
ず
ま
や
、
ベ
ン
チ
、
ト
イ
レ
、

駐
車
場
な
ど
の
整
備
お
よ
び
、
植
栽
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
　
年
度
は
、
歩
道
橋
や
遊
歩

道
の
整
備
、
照
明
設
備
の
設
置
、
植
栽

な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
４
月
４
日
に
は
、
瑞
浪
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
（
牧
野
政
芳
会
長
）
か

ら
し
だ
れ
ざ
く
ら
が
寄
付
さ
れ
、
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◎
利
用
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
区
画
整
理
課
　
☎
内
線
２
５
２
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３　　　　　

家
庭
の
情
報
化

事
業
所
・
商
店
の
情
報
化

生
涯
学
習
・

　
　
教
育
の
情
報
化

瑞浪市役所　☎６８－２１１１

　
３
月
　
日
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
「
瑞
浪
の
Ｉ
Ｔ
を
考
え
る
会
議
」
を

行
い
ま
し
た
。
参
加
し
た
　
人
の
み
な
さ
ん
か
ら
、
３
つ
の
分
科
会
で
活
発

な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
ご
意
見
は
、
地
域
情
報
化
推
進
計
画
を
作
る
際
に
、
反
映
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
主
な
意
見
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
情
報
推
進
課
　
☎
内
線
３
３
５

-
-

現
在
の
Ｉ
Ｔ
を
め
ぐ
る
状
況

・
携
帯
電
話
が
普
及
し
た
理
由
は
「
便

　
利
で
簡
単
、
し
か
も
安
い
」
か
ら
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
に
も
同
じ

　
こ
と
が
言
え
る
。

・
Ｉ
Ｔ
の
急
激
な
普
及
で
、
時
代
に
取

　
り
残
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
は
と
の
危

　
機
感
が
あ
る
。
現
在
開
催
さ
れ
て
い

　
る
Ｉ
Ｔ
講
習
会
は
非
常
に
有
効
。
今

　
後
も
続
け
て
欲
し
い
。

行
政
へ
の
提
案
・
要
望

・
Ｉ
Ｔ
普
及
の
た
め
、
基
盤
の
整
備

　
（
通
信
網
の
整
備
や
パ
ソ
コ
ン
本
体

　
の
購
入
に
対
す
る
補
助
等
）
を
。

・
住
民
票
や
戸
籍
の
電
子
化
を
行
い
、

　
役
所
間
で
迅
速
な
情
報
交
換
が
可
能

　
と
な
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入
を
。

・
行
政
に
関
す
る
窓
口
相
談
（
電
子
市

　
民
相
談
室
）
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

　
で
の
開
設
を
。

・
市
内
に
あ
る
公
共
施
設
等
を
一
覧
表

　
に
し
、
市
民
向
け
の
「
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
ジ
ア
ド
レ
ス
帳
」
を
作
成
し
、
全
世

　
帯
に
配
布
を
。

・
公
共
施
設
の
予
約
、
催
し
物
等
へ
の

　
参
加
申
し
込
み
が
家
庭
か
ら
簡
単
に

　
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
。

・
個
人
情
報
の
保
護
が
心
配
。
行
政
と

　
し
て
も
、
住
民
情
報
の
セ
キ
ュ
リ
テ

　
ィ
に
つ
い
て
万
全
の
体
制
を
。

情
報
機
器
の
活
用
状
況

・
職
業
や
商
売
上
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ

　
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
あ
る
が
、
現
在
は

　
商
売
と
は
結
び
つ
き
に
く
い
。

よ
く
利
用
す
る
情
報

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
、
通
信
販
売

　
や
旅
行
情
報
。

・
Ｅ
メ
ー
ル�

困
っ
て
い
る
こ
と

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
信
用
性
が
疑

　
わ
し
い
こ
と
も
あ
り
心
配
。

・
目
に
悪
い
、
ス
ト
レ
ス
が
溜
ま
る
な

　
ど
体
に
良
く
な
い
の
で
は
。

・
パ
ソ
コ
ン
の
値
段
や
通
信
費
な
ど
が

　
高
い
。�

今
後
情
報
交
換
し
た
い
分
野
・
形
態

・
地
域
情
報
の
交
換
。�

・
商
店
街
情
報
な
ど
を
、
地
区
の
回
覧

　
板
の
形
で
利
用
。

行
政
へ
の
要
望
等

・
高
速
通
信
基
盤
の
整
備
を
。�

・
不
況
の
た
め
、
Ｉ
Ｔ
関
連
の
融
資
が

　
あ
れ
ば
も
っ
と
普
及
す
る
の
で
は
。

�

　�

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
ポ
イ
ン
ト

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
示
板
の
利
活
用

　
が
有
効
。�

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
魅
力
は
、
双
方

　
向
の
や
り
取
り
な
の
で
、
リ
ア
ク
シ

　
ョ
ン
が
大
切
。�

学
校
と
Ｉ
Ｔ

・
学
校
教
育
の
本
質
は
、
Ｉ
Ｔ
に
振
り

　
回
さ
れ
ず
、
学
び
学
習
な
ど
考
え
る

　
教
育
で
あ
る
。
道
具
と
し
て
パ
ソ
コ

　
ン
を
う
ま
く
利
用
し
た
い
（
使
う
と

　
便
利
だ
と
い
う
こ
と
を
子
ど
も
た
ち

　
に
教
え
た
い
）
。�

・
パ
ソ
コ
ン
の
体
験
が
重
要
で
あ
り
、

　
年
一
回
で
は
な
く
、
小
中
学
校
の
パ

　
ソ
コ
ン
の
積
極
的
利
用
を
。
管
理
は

　
大
変
だ
が
行
政
側
も
協
力
し
て
学
校

　
開
放
が
で
き
る
よ
う
に
工
夫
を
。�

今
後
の
課
題
・
提
案

・
諸
外
国
の
よ
う
に
日
本
で
も
早
い
時

　
期
か
ら
の
人
材
育
成
が
重
要
。�

・
今
回
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
の
会
議
を
高
校

　
生
、
中
学
生
だ
け
で
開
催
し
た
ら
ど

　
う
か
。
育
成
さ
れ
る
側
の
意
見
収
集

　
も
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
を
踏
ま
え
、

　
大
人
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
て
い
く

　
べ
き
か
の
検
討
を
。�

-
-

-
-

み
ん
な
で
Ｉ
Ｔ
を
考
え
る

-
-

み
ん
な
で
Ｉ
Ｔ
を
考
え
る

-
-

１６
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４

　
平
成
　
年
第
一
回
市
議
会
定
例
会
が
、

３
月
２
日
か
ら
３
月
　
日
ま
で
の
　
日
間

に
わ
た
り
開
か
れ
ま
し
た
。

　
報
告
案
件
一
件
と
、
条
例
案
件
十
八
件
、

人
事
案
件
四
件
、
予
算
案
件
十
九
件
、
そ

の
他
案
件
四
件
、
議
員
発
議
五
件
、
請
願

一
件
の
合
計
五
十
二
件
が
審
議
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
可
決
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
さ

れ
ま
し
た
。

●
出
資
法
人
の
経
営
状
況
説
明
書
の
提
出

【
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
土
地
開
発
公
社

　
予
算
お
よ
び
平
成
十
三
年
度
財
団
法
人

　
瑞
浪
市
施
設
公
社
予
算
並
び
に
十
二
年

　
度
施
設
公
社
補
正
予
算
の
報
告
】

●
瑞
浪
市
議
会
政
務
調
査
費
の
交
付
に
関

　
す
る
条
例
の
制
定

【
市
議
会
議
員
の
調
査
研
究
に
資
す
る
た

　
め
、
議
会
の
会
派
に
対
し
一
人
に
つ
き

　
月
額
八
千
円
を
交
付
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
行
政
手
続
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定

【
民
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
条
文
整
備
】

●
瑞
浪
市
地
籍
調
査
推
進
委
員
会
設
置
条

　
例
の
制
定

【
委
員
会
を
組
織
し
、
庶
務
を
管
財
課
地

　
籍
係
に
お
く
も
の
】

●
瑞
浪
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

　
例
の
制
定

【
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
に
伴

　
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
職
員
の
旅
費
に
関
す
る
条
例
の

　
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
職
階
区
分
を
廃
止
・
日
当
の
支
給
範
囲

　
及
び
額
を
改
正
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定

【
権
限
委
譲
に
よ
り
、
火
薬
類
消
費
許
可

　
手
数
料
を
追
加
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
消
防
団
員
の
定
員
、
任
免
、
給

　
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
団
員
報
酬
を
引
上
げ
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
民
体
育
館
設
置
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
市
外
在
住
者
の
施
設
使
用
に
伴
う
割
増

　
料
を
廃
止
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
積
立
基
金
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例
の
制
定

【
介
護
保
険
法
の
施
行
に
伴
う
国
民
健
康

　
保
険
財
政
調
整
基
金
の
目
的
改
正
及
び

　
介
護
保
険
給
付
準
備
基
金
の
追
加
】

●
瑞
浪
市
福
祉
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条

　
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
市
単
独
で
支
給
対
象
年
齢
を
引
上
げ
、

　
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
児
童
に
対
し
、

　
医
療
費
を
助
成
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
心
身
障
害
者
小
規
模
授
産
所
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

【
管
理
の
委
託
先
を
、
市
身
体
障
害
者
福

　
祉
協
会
か
ら
　
瑞
浪
市
社
会
福
祉
協
議

　
会
に
変
更
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
斎
場
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す

　
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制

　
定

【
市
外
割
増
料
を
廃
止
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
分
担
金
徴
収
条
例
の
一
部
を
改

　
正
す
る
条
例
の
制
定

【
補
助
事
業
制
度
の
改
正
に
伴
う
改
正
】

●
瑞
浪
市
暴
走
族
根
絶
推
進
条
例
の
制
定

【
市
民
・
事
業
者
及
び
交
通
安
全
関
係
団

　
体
等
が
一
体
と
な
っ
て
暴
走
族
の
根
絶

　
を
図
り
、
市
民
生
活
の
安
全
と
平
穏
の

　
確
保
及
び
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を
図

　
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
土
地
開
発
事
業
及
び
特
殊
建
築

　
物
に
関
す
る
条
例
の
制
定

【
千
　
以
上
の
一
団
の
土
地
の
開
発
及
び

　
風
俗
営
業
店
等
の
建
築
に
関
し
、
市
長

　
と
の
事
前
協
議
を
定
め
る
も
の
】�

●
瑞
浪
市
下
水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定

【
使
用
料
を
改
定
、
７
月
１
日
か
ら
適
用

　
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
設

　
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　
る
条
例
の
制
定

【
使
用
料
を
改
定
、
７
月
１
日
か
ら
適
用

　
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清

掃
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定

【
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
４
月
１

日
施
行
）
に
よ
り
、
エ
ア
コ
ン
・

テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・
洗
濯
機
に
つ

い
て
は
、
メ
ー
カ
ー
が
「
再
商
品

化
」
、
小
売
店
が
「
引
き
取
り
と

運
搬
」
の
義
務
を
負
い
、
消
費
者

が
「
費
用
を
負
担
」
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
再
商
品
化
に
か
か
る
「
リ
サ
イ

ク
ル
料
金
」
の
他
に
、
メ
ー
カ
ー

へ
家
電
を
運
搬
す
る
た
め
の
料

金
「
収
集
・
運
搬
費
」
（
各
店
頭

に
表
示
）
が
必
要
で
す
。

　
今
後
は
、
小
売
店
に
引
取
り
義

務
の
な
い
も
の
の
み
、
各
自
で
市

不
燃
物
処
分
場
へ
持
ち
込
ん
で
頂

き
ま
す
。
市
の
収
集
・
運
搬
費
は

一
台
に
つ
き
二
千
円
と
決
ま
り
ま

し
た
（
７
月
１
日
か
ら
適
用
）。】

だ
よ
り

（社）

報

告

案

件

条

例

案

件

ｍ
２

２２

２３
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●
瑞
浪
市
監
査
委
員
の
選
任
に
つ
き
同
意

　
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
監
査
委
員
に
渡
辺
千
介
氏（
山
田
町
、　

　
歳
）を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
】

●
瑞
浪
市
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ

　
き
同
意
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
公
平
委
員
会
委
員
清
水
快
雄
氏
（
一
色

　
町
、
　
歳
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同

　
氏
を
引
き
続
き
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い

　
て
の
同
意
】

●
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
の
推
薦
に
つ

　
き
意
見
を
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
人
権
擁
護
委
員
西
尾
善
英
氏
（
宮
前
町
、

　
　
歳
）
の
任
期
満
了
に
伴
い
、
同
氏
を

　
候
補
者
と
し
て
推
薦
す
る
も
の
】

●
瑞
浪
市
収
入
役
の
選
任
に
つ
き
同
意
を

　
求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

【
収
入
役
に
森
　
雄
氏（
日
吉
町
、　
歳
）

　
を
選
任
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
同
意
】

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
補
正

　
予
算
（
第
三
号
）

【
七
億
二
千
五
百
七
十
万
円
増
額
し
、
総

　
額
を
百
四
十
七
億
六
千
七
百
五
十
万
円

　
と
す
る
】

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
老
人
保
健
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
国
民
健
康
保
険

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
介
護
保
険
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
農
業
集
落
排
水

　
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整

　
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
一
号
）

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
下
水
道
事
業
特

　
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
簡
易
水
道
事
業

　
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
二
号
）

●
平
成
十
二
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計

　
補
正
予
算
（
第
二
号
）

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
一
般
会
計
予
算

【
総
額
百
五
十
六
億
八
千
三
百
万
円
】

・
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
特
別
会
計
予
算

【
総
額
百
十
四
億
七
千
五
百
八
十
万
円
】

●
あ
け
よ
温
泉
白
寿
荘
特
別
会
計
予
算

●
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
予
算

●
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
予
算

●
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
予
算

●
瑞
浪
中
央
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

　
計
予
算

●
下
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

●
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
予
算

●
平
成
十
三
年
度
瑞
浪
市
水
道
事
業
会
計

　
予
算

【
総
額
十
三
億
七
千
二
百
四
十
四
万
円
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
建
築
）

【
瑞
浪
市
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
本
棟
・
設

　
備
棟
・
車
庫
棟
を
、
新
興
建
設
株
式
会

　
社（
多
治
見
市
）と
四
億
八
千
九
百
八
十

　
二
万
五
千
円
で
契
約
す
る
も
の

・
場
所
土
岐
町
字
兎
洞
七
七
九
〇
番
地

　
の
一
（
瑞
浪
中
学
校
東
隣
）
】

●
工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
空
調
）

【
給
食
セ
ン
タ
ー
空
調
工
事
を
、
大
東
株

　
式
会
社
（
岐
阜
市
）
と
栄
設
備
有
限
会

　
社（
土
岐
町
）と
の
共
同
企
業
体
と
、
一

　
億
六
千
七
百
七
十
九
万
円
で
契
約
す
る

　
も
の
】

●
財
産
の
取
得
（
厨
房
機
器
）

【
給
食
セ
ン
タ
ー
厨
房
機
器
一
式
を
株
式

　
会
社
ア
イ
ホ
ー
名
古
屋
支
店（
瑞
穂
区
）

　
と
三
億
五
千
九
百
十
万
円
で
契
約
す
る

　
も
の
】

●
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

【
日
吉
町
字
西
大
久
手
・
三
本
松
・
箕
打

　
と
小
田
町
字
南
の
計
五
路
線
を
市
道
認

　
定
す
る
も
の
】

　
パ
ー
ク
建
設
特
別
委
員
会
を
組
織
す
　

　
る
も
の
】

●
農
産
物
の
緊
急
輸
入
制
限
に
関
す
る
意

　
見
書

【
生
産
者
の
経
営
安
定
と
国
内
生
産
の
維

　
持
を
図
る
た
め
、
輸
入
急
増
に
よ
る
影

　
響
品
目
に
つ
い
て
、
セ
ー
フ
ガ
ー
ド
の

　
機
動
的
な
発
動
等
を
政
府
に
対
し
要
望

　
す
る
も
の
】

●
鉄
道
線
路
及
び
駅
舎
構
内
に
お
け
る
安

　
全
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意
見
書

【
線
路
に
落
ち
た
人
を
助
け
る
た
め
、
犠

　
牲
と
な
ら
れ
た
事
故
が
あ
っ
た
。
再
発

　
を
防
ぐ
た
め
に
も
、
政
府
が
各
鉄
道
経

　
営
者
に
対
し
、
安
全
対
策
の
総
点
検
と

　
速
や
か
な
実
施
を
指
示
さ
れ
る
よ
う
要

　
望
す
る
も
の
】

●
高
齢
者
及
び
障
害
者
の
雇
用
促
進
を
求

　
め
る
意
見
書

【
年
金
支
給
年
齢
に
応
じ
た
定
年
の
延
長

　
や
再
雇
用
、
法
定
障
害
者
雇
用
率
の
達

　
成
等
を
政
府
に
要
望
す
る
も
の
】

●
食
品
の
安
全
性
確
保
の
強
化
を
求
め
る

　
意
見
書

【
遺
伝
子
組
換
え
食
品
等
の
表
示
の
義
務

　
の
拡
大
、
安
全
性
の
確
保
・
情
報
公
開

　
等
を
政
府
に
要
望
す
る
も
の
】

●
激
増
す
る
輸
入
農
産
物
を
抑
え
る
た
め
、

　
一
刻
も
早
い
「
緊
急
輸
入
制
限
」
（
セ

　
ー
フ
ガ
ー
ド
）
の
発
動
と
、
対
象
品
目

　
の
拡
大
を
求
め
る
請
願

森　　雄 収入役

●
特
別
委
員
会
設
置
に
つ
い
て

【
首
都
機
能
移
転
・
リ
ニ
ア
・
研
究
学
園

　
都
市
特
別
委
員
会
、
瑞
恵
バ
イ
パ
ス
・

　
ダ
ム
整
備
特
別
委
員
会
、
瑞
浪
テ
ク
ノ

人

事

案

件

予

算

案

件

議

員

発

議

請

　

願

そ
の
他
案
件

瑞浪市役所　☎６８－２１１１

４７

６０

７１

７０
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緑
化
運
動
作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
　
年
度
応
募
時
）

小
学
校
高
学
年
の
部

・
最
優
秀
　
　
仲
内
悠
祐
（
稲
津
小 

６
年
）

　
　
　
　
　
「
世
界
を
つ
な
げ
、
緑
の
輪
」

・
優
　
秀
　
　
秋
江
幸
子
（
大
湫
小 

５
年
）

　
　
　
　
　
「
緑
で
学
ぶ
」

民
有
林
造
林
コ
ン
ク
ー
ル

優
良
育
林
地
公
有
林
の
部

・
最
優
秀
　
釜
戸
財
産
区

優
良
育
林
地
私
有
林
の
部

・
優
秀
　
日
比
野
　
治
（
土
岐
町
）

【
い
ず
れ
も
優
良
柱
材
生
産
の
た
め
、
適
切
な
森
林

　
管
理
に
尽
力
】

平
成
　
年
度
優
良
森
林
愛
護
少
年
団

・
い
な
つ
緑
の
少
年
団

【
自
然
観
察
や
木
工
教
室
等
へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
】

　
森
林
整
備
・
緑
化
推
進
な
ど
に
功
績
の
あ
っ
た
次

の
み
な
さ
ん
が
、
４
月
　
日
開
催
の
み
ど
り
の
祭
り

で
表
彰
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　   

（
会
場 
市
民
体
育
館
）
敬
称
略

岐
阜
県
緑
化
推
進
委
員
会
会
長
表
彰

　
３
月
　
日
、
陶
町
大
川
公
民
館
で
、
加
藤
直
人
君

（
土
岐
商
業
高
校
２
年
　
陶
町
大
川
）
の
「
第
　
回

世
界
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
選
手
権
大
会
」
出
場
を
記

念
し
、
壮
行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
　
　
　
　
　
　

　
２
月
　
日
に
開
催
さ
れ
た
「
千
葉
国
際
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
大
会
」
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
の
部
）
で
優
勝

し
、
２
年
連
続
出
場
を
決
め
た
も
の
で
す
。

　
加
藤
君
は
、
壮
行
会
に
集
ま
っ
た
地
元
関
係
者
の

前
で
「
陸
上
を
始
め
て
ま
だ
４
年
で
す
が
、
夢
の
よ

う
で
す
。
今
の
僕
が
あ
る
の
は
、
指
導
者
の
み
な
さ

ん
や
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
お
か
げ
で
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。�

　
な
お
、
３
月
　
日
ベ
ル
ギ
ー
で
開
催
さ
れ
た
大
会

で
は
、
日
本
代
表
と
し
て
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

世
界
大
会
出
場

世
界
大
会
出
場

世
界
大
会
出
場

第
32
回

岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

　
　
表  

彰  

者

岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

　
　
表  

彰  

者

岐
阜
県
み
ど
り
の
祭
り

　
　
表  

彰  

者

足  立　　
 　（釜戸町）

祝

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

み
ん
な
の
広
場

・愛林隊の結成に尽力。
　また、永年、森林技術
　を積極的に指導。

左から　母  真弓さん、直人くん、父  明人さん

中山蒼太さん（２歳）
（稲津町小里）

小栗ひなのさん（３歳）
（釜戸町）

土岐児童センター

そうた

第５０回

岐阜県消防操法大会
瑞浪市で開催

８月５日（日）市民競技場

４月２７日（金）

　　大会当日の運営ボランティアを募集します。

　　　　応募締切

◎問い合わせ・申し込み

消防本部  ☎６８－２００１

ボランティア募集!

平成１３年４月１５日
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２９

１２

１２

１３１８

２５



７

　
３
月
　
日
、
日
吉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、

「
手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
体
験
教
室
」
が
開
催
さ
れ
、

市
内
外
か
ら
男
女
　
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
農
業
生
産
者
グ
ル
ー
プ
『
グ
リ

ー
ン
・
ロ
ー
ド
中
山
道
』
（
天
野
長
三
郎
会
長
）
が

主
催
す
る
も
の
で
、
使
用
し
た
こ
ん
に
ゃ
く
芋
は
日

吉
町
半
原
の
会
員
に
よ
り
育
て
ら
れ
た
３
年
物
を
使

用
、
ヤ
マ
ト
イ
モ
、
カ
ボ
チ
ャ
に
続
く
「
瑞
浪
の
特

産
品
」
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
素
材
を
生
か
す
た
め
、
一
部
皮
付
き
の

芋
を
使
用
、
七
味
や
青
の
り
を
混
ぜ
た
コ
ン
ニ
ャ
ク

が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
な
お
こ
の
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
、
４
月
　
日
か
ら
薬
師

町
で
始
ま
る
「
ふ
れ
あ
い
　
み
ず
な
み
　
み
ん
な
の

広
場
」
で
、
本
格
的
に
売
り
出
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　
３
月
　
日
、
稲
津
町
小
里
川
折
地
区
で
、
川
折
送

水
ポ
ン
プ
場
通
水
式
が
行
わ
れ
、
地
元
関
係
者
ら
　

人
が
出
席
し
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
同
地
区
の
水
道
未
普
及
解
消
と
陶

町
の
慢
性
的
な
水
不
足
と
水
質
悪
化
に
伴
う
生
活
用

水
確
保
の
た
め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
「
陶
統
合
簡
易

水
道
事
業
」

の
一
部
が
完

成
し
た
こ
と

に
な
り
ま
す
。

今
回
水
道
が

使
え
る
よ
う

に
な
っ
た
の

は
、
川
折
橋

の
下
流
　
戸

の
区
域
で
、

事
業
費
は
五

億
四
七
三
万

円
で
す
。

　
今
後
、
陶

町
の
各
地
区

に
配
水
地
や

ポ
ン
プ
場
が

建
設
さ
れ
、

平
成
　
年
度

に
は
事
業
全

体
の
完
成
が

予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
３
月
　
日
、

市
役
所
で
第
１

回
洪
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
検
討

委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市

民
の
み
な
さ
ん

に
、
洪
水
時
の

堤
防
決
壊
に
よ

る
浸
水
状
況
の

予
測
、
避
難
方

法
等
の
情
報
を

事
前
に
提
供
す

る
地
図
（
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
）
に
つ
い
て

検
討
す
る
も
の

で
す
。
委
員
は
、
学
識
経
験
者
や
水
防

関
係
者
に
加
え
、
県
内
で
は
初
め
て
住

民
代
表
６
人
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
　

　
こ
の
日
は
、
　
嶋
市
長
か
ら
16
人
の

委
員
に
委
嘱
状
が
渡
さ
れ
、
委
員
長
に

藤
田
祐
一
郎
岐
阜
大
学
教
授
が
選
ば
れ

ま
し
た
。�

　
会
議
で
は
、
県
多
治
見
建
設
事
務
所

が
公
開
し
た
、
百
年
に
一
度
の
洪
水
を

想
定
し
た
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
基
づ

い
て
、
各
委
員
か
ら
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

　
今
後
も
検
討
委
員
会
が
開
か
れ
、
６

月
中
に
は
マ
ッ
プ
が
公
表
さ
れ
る
予
定

で
す
。

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る

手
作
り
こ
ん
に
ゃ
く
を
作
る

川
折
地
区
の

　
　
一
部
で
給
水
始
ま
る

川
折
地
区
の

　
　
一
部
で
給
水
始
ま
る

川
折
地
区
の

　
　
一
部
で
給
水
始
ま
る

瑞浪市役所　☎６８－２１１１
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●
学
校
教
育
の
充
実

　
　
自
ら
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
、
判
断

　
力
、
表
現
力
な
ど
の
能
力
育
成
を
重

　
視
し
、
学
習
指
導
要
領
の
趣
旨
に
沿

　
っ
た
教
育
の
実
現
の
た
め
の
諸
施
策

　
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

●
生
涯
学
習
の
推
進

　
　
い
つ
で
も
自
由
に
学
習
機
会
を
選

　
択
し
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
生
き
が

　
い
を
持
ち
続
け
ら
れ
る
よ
う
な
「
生

　
涯
学
習
社
会
」
を
実
現
す
る
た
め
の

　
諸
施
策
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

●
文
化
・
芸
術
の
振
興

　
　
個
性
豊
か
な
文
化
を
育
て
る
た
め
、

　
芸
術
創
作
活
動
の
振
興
、
文
化
振
興

　
の
た
め
の
人
材
育
成
・
人
材
確
保
、

　
文
化
財
の
保
存
・
活
用
等
の
施
策
を

　
積
極
的
に
推
進
す
る
。

●
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　
　
生
涯
に
わ
た
っ
て
「
い
つ
で
も
・

　
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も
」
ス
ポ
ー
ツ

　
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ

　
ー
ツ
の
振
興
体
制
を
確
立
し
、
体
育

　
施
設
の
整
備
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

●
教
育
施
設
の
充
実

　
　
教
育
施
設
の
整
備
と
維
持
修
繕
を

　
計
画
的
に
推
進
す
る
。

　
地
域
や
家
庭
を
取
り
巻
く
社
会
環
境
は
二
十
一
世
紀
を
迎
え
、
情
報
技
術
の
進
展
、

国
際
化
の
中
で
の
共
生
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
な
ど
様
々
な
局
面
で
さ
ら
に
大
き

く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
変
化
に
対
応
し
つ
つ
、
創
造
的
で
活
力
あ
る
社
会
の
中
で
、
市
民
一
人

一
人
が
生
き
が
い
を
持
ち
、
豊
か
さ
を
実
感
で
き
る
生
活
を
営
ん
で
い
く
た
め
に
、

教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
果
た
す
役
割
は
極
め
て
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国
・
県
の
「
教
育
改
革
」
の
理
念
と
市
民
憲
章
の
精
神

を
ふ
ま
え
、
『
二
十
一
世
紀
を
創
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り
』
を
実
現
す
る
た
め
、
学

校
教
育
、
家
庭
教
育
の
重
要
性
を
明
確
に
し
、
地
域
社
会
が
連
携
し
な
が
ら
一
体
と

な
っ
た
豊
か
な
心
を
は
ぐ
く
む
教
育
を
め
ざ
し
、
瑞
浪
市
の
教
育
の
方
針
が
つ
く
ら

れ
ま
し
た
。

　
今
ま
で
、
市
役
所
１
階
の
市
民
相
談

室
で
行
わ
れ
て
い
た
教
育
相
談
、
家
庭

児
童
相
談
、
母
子
相
談
が
分
離
・
移
転

し
て
、
市
役
所
東（
裏
）に
あ
る
東
分
庁

舎
（
元
法
務
局
瑞
浪
出
張
所
）
２
階
に

開
設
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
役
所
の
一
部
で
す
が
、
分
庁
舎
内

は
落
ち
着
い
た
環
境
で
す
の
で
、
利
用

い
た
だ
き
や
す
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

　
各
相
談
の
日
程
と
担
当
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
岐
阜
県
県
教
育
委
員
会
で
は
、
教
育
の
機
会
均
等
を
確
保
し
有
能
な
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
、
岐
阜
県
選
奨
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
（
申
請
期
限
　
５
月
　
日
）

　
・
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
で
あ
る
こ
と
。

　
・
人
物
・
学
業
と
も
に
優
秀
で
あ
る
こ
と
。

　
・
修
学
に
十
分
耐
え
得
る
健
康
状
態
で
あ
る
こ
と
。

　
・
経
済
的
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。

　
・
次
の
い
ず
れ
か
の
学
校
に
在
学
し
て
い
る
こ
と
。

　
�
県
内
に
所
在
す
る
高
等
学
校
（
専
攻
科
及
び
別
科
を
除
く
）
ま
た
は

　
　
盲
学
校
・
聾
学
校
も
し
く
は
養
護
学
校
の
高
等
部
　
月
額
一
万
二
千
円

　
�
高
等
専
門
学
校
　
月
額
一
万
四
千
円

　
�
大
学
（
短
大
を
含
み
、
専
攻
科
、
別
科
及
び
大
学
院
を
除
く
）

　
　
　
　
　
月
額
三
万
二
千
円
、
た
だ
し
日
本
育
英
会
の
奨
学
金
を
受
け
る
場

　
　
　
　
　
合
は
一
万
六
千
円

◎
問
い
合
わ
せ
　
岐
阜
県
教
育
委
員
会
学
校
会
計
室
　
奨
学
金
担
当

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
０
５
８ 

ー 

２
７
２ 

ー 

１
１
１
１
　
内
線
３
５
５
９

親
子
相
談
室（
仮
称
）開
設

二
十
一
世
紀
を
創
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り

瑞
浪
市
の
教
育
方
針

瑞
浪
市
の
教
育
方
針

　教育相談　毎週水曜日　　　　　　
　　13時～17時　　　　　　　　　　

　　担当　三尾　義久　　　
　家庭児童相談　毎週火曜日　　　　
　　９時～15時　　　　　　　　　　

　　担当　小栗千恵子

　母子相談　毎月第１火曜日
　　９時～12時

　　担当　小嶋　則子

８

★

★

★

岐
阜
県
選
奨
生
募
集

教育委員会
だより

平成１３年４月１５日

１８



９

「
郷
土
の
文
化
遺
産
と
し
て
　
世
紀
に

語
り
継
ご
う
」
と
　
世
紀
最
後
の
仕
事

と
し
て
編
集
し
て
き
た
『
方
言
で
語
る

み
ず
な
み
の
昔
話
』
が
こ
の
ほ
ど
刊
行

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
市
内
の
各
小
学
校
下
の
代

表
的
な
民
話
を
一
編
づ
つ
選
ん
で
方
言

で
書
き
下
ろ
し
、
そ
の
朗
読
を
Ｃ
Ｄ
に

録
音
し
た
も
の
で
す
。

　
失
わ
れ
行
く
方
言
を
子
々
孫
々
に
語

り
継
ぐ
た
め
に
も
、
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
の

家
庭
に
置
い
て
い
た
だ
き
、
活
用
さ
れ

ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。

◇
頒
　
価
　
２
、
０
０
０
円

　
　
　
（
本
と
Ｃ
Ｄ
の
セ
ッ
ト
）

※
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
コ
ミ
ュ
ニ

　
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
頒
布
中
。

◎
照
会
先
　
生
涯
学
習
課

　
　
　
　
　
　
☎
６
８ 

ー 

５
２
８
１

　
瑞
浪
市
寺
河
戸
町
の
出
身
の
Ｔ
Ｖ
・

映
画
監
督
、
土
屋
統
吾
郎
氏
が
、
３
月

　
日
東
京
都
内
の
病
院
で
亡
く
な
ら
れ

ま
し
た
（
享
年
　
歳
）
。

　
昭
和
　
年
生
ま
れ
、
瑞
浪
高
校
、
明

治
大
学
を
卒
業
後
、
新
東
宝
に
入
社
、

活
躍
の
場
を
テ
レ
ビ
に
も
広
げ
ら
れ
、

村
野
武
範
主
演
「
飛
び
出
せ
！
青
春
」

（
昭
和
　
年
）
や
中
村
雅
俊
の
「
俺
た

ち
の
旅
」
な
ど
、
数
々
の
青
春
ド
ラ
マ

を
手
掛
け
ら
れ
ま
し
た
。

　
平
成
９
年
の
瑞
浪
市
生
涯
学
習
講
演

会
「
人
生
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
！
生
涯

青
春
」
で
の
軽
妙
な
語
り
口
は
我
々
の

記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　
よ
く
来
市
さ
れ
、
飲
み
屋
で
そ
の
姿

を
見
ら
れ
た
方
も
多
か
っ
た
こ
と
と
思

い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
（
合
掌
）

　
　

※
市
民
図
書
館
の
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
で
、

土
屋
監
督
の
作
品
が
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

結
果
（
各
ゾ
ー
ン
１
位
の
み
）

◆
女
子
の
部

　
Ａ
　
高
浜
Ｓ
Ｖ
Ｃ
（
愛
知
県
）

　
Ｂ
　
ホ
ワ
イ
ト
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｂ

　
Ｃ
　
ひ
ま
わ
り

　
Ｄ
　
殿
様
ク
ィ
ー
ン
ズ

◆
混
合
の
部

　
Ａ
　
ア
ル
フ
ァ
ル
フ
ァ

　
Ｂ
　
Ｋ
，
ｓ 
危
険

　
Ｃ
　
ア
ー
ス
ク
ェ
イ
ク

　
Ｄ
　
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｐ
瑞
浪
Ｃ

　
３
月
　
日
第
３
回
教
育
委
員
会
定
例

会
で
、
文
化
財
審
議
委
員
会
委
員
の
委

嘱
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
委
員
の
任
期
は
２
年
、
教
育
委
員
会

の
諮
問
機
関
と
し
て
文
化
財
の
調
査
研

究
に
あ
た
り
、
そ
の
保
存
・
活
用
に
つ

い
て
審
議
し
ま
す
。
選
任
さ
れ
た
方
は

次
の
み
な
さ
ん
で
す
。
　
（
敬
称
略
）

・ 

水
野
　
孝
（
稲
津
町
）�

・ 

伊
東
茂
夫
（
明
世
町
）�

・ 

安
部
利
美
（
須
野
志
町
）�

・ 

三
宅
　
賢
（
釜
戸
町
）�

・ 
柘
植
厚
一
（
日
吉
町
）�

・ 
山
口
清
重
（
大
湫
町
）�

・ 

酒
井
角
蔵
（
土
岐
町
）�

・ 

桑
原
研
二
（
土
岐
町
）�

・ 

河
野
典
夫
（
陶
　
町
）�

生涯学習施設の５月の休館日

総合文化センタ－
７、８～１０、１４、２１、２８日 

１、２、７～１０、１４、２１、２８日 

市民図書館

市民体育館

化石博物館
陶磁資料館
市之瀬美術館
地 球 回 廊

サイエンスワールド

文 化 会 館

1､2､6～9､１３､１５､２２､２９日

1､2､7～１０､１４、２１､２８､３１日

３、１０、１７、２４、３１日

『
方
言
で
語
る 

  
み
ず
な
み
の
昔
話
』  

発
刊
！

生
涯
学
習
得
本
Ｎ
Ｏ
・
５

大
切
な
文
化
財
の
た
め
に

大
切
な
文
化
財
の
た
め
に

大
切
な
文
化
財
の
た
め
に

追
悼土

屋
統
吾
郎 

監
督

第４６回市民体育大会春季大会
生涯一人一スポーツ、みんな見に来てね

９時～５月１３日（日）
市民公園・陸上・テニス・ゲートボール・ソフ
トテニス・アーチェリー・軟式野球（樽の上球
場を含む）、卓球・バドミントン・剣道
瑞浪中学校・バレーボール・ソフトボール
瑞浪小学校・フットサル
釜戸中学校・バスケットボール
勤労青少年ホーム・弓道
射撃場（土岐町大草）・クレー射撃
◎問い合わせ  スポーツ振興課 ☎ ６８－０７４７

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　

交
　
流
　
会

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　

交
　
流
　
会

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

　
　

交
　
流
　
会

●
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

（
市
民
体
育
館
）
参
加
　
チ
ー
ム

３
月
　
日（
日
）

瑞浪市役所　☎６８－２１１１
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『
安
藤
家
代
々
覚
書
』発
刊
!!

ー
瑞
浪
市
史
料
集
　
第
四
集
ー

１０

巡回日 ステ－ション  時      間  

半        原 

鶴        城

名        滝

日吉ｺﾐｭﾆﾃｨーｾﾝﾀー

月        吉

小        里

萩        原

大        川

水        上 

旭        町 

サニ－ヒルズ

猿        爪

明 賀 台

新 山 田

薬        師

白        倉

細 久 手

深        沢

棚 田 山

羽        広  

  3日（木）

１１日（金）

１６日（水）

１７日（木）

１８日（金）

１９日（土）

２３日（水）

　
市
民
図
書
館
で
は
、
郷
土
史
料
「
安

藤
家
代
々
覚
書
」
を
発
刊
し
ま
し
た
。

　
こ
の
覚
書
は
、
美
濃
国
土
岐
郡
釜
戸

郷
大
島
村
（
現
：
釜
戸
町
大
島
）
の
庄

屋
兼
問
屋
安
藤
家
の
覚
書
で
、
上
下
二

巻
を
古
文
書
研
究
会
の
皆
さ
ん
が
三
年

か
け
て
解
読
し
た
も
の
で
す
。

　
内
容
は
、
釜
戸
郷
の
領
主
旗
本
馬
場

氏
の
系
譜
と
、
安
藤
家
の
家
譜
を
記
し

た
後
、
源
頼
朝
の
富
士
の
巻
狩
よ
り
後

の
事
件
を
摘
記
し
、
東
濃
地
方
に
お
け

る
戦
国
時
代
の
動
き
を
略
記
、
関
ヶ
原

合
戦
以
後
、
領
主
馬
場
氏
の
行
動
や
安

藤
家
の
勤
役
の
状
況
等
を
、
諸
種
の
記

録
か
ら
抜
粋
し
た
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
村
で
起
こ
っ
た
事
件
、
政
治

・
経
済
・
信
仰
等
に
至
る
ま
で
広
範
囲

に
わ
た
り
具
体
的
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、

当
時
の
様
子
を
知
る
極
め
て
大
切
な
資

料
で
す
。

　
な
お
、
瑞
浪
市
史
料
集
第
三
集
「
な

つ
か
し
の
写
真
集
」
も
頒
布
中
で
す
。

「
安
藤
家
代
々
覚
書
」

　
頒
布
価
格 

１
冊
　
３
、０
０
０
円

�

「
な
つ
か
し
の
写
真
集
」

　
頒
布
価
格 

１
冊
　
２
、５
０
０
円

◎
問
い
合
わ
せ
　
市
民
図
書
館

５月の移動図書館
こ　ま　ど　り　号

おはなしの時間

  毎週土曜日  午後２時～３時
　　市民図書館  １階和室
　　みんな遊びにきてね！  

ミ
ニ
展
の
ご
案
内 ～木とのふれあい～

木彫展木彫展木彫展

５月１３日（土）～６月４日（日）

　
今
回
は
、
須
野
志
町
の
佐
藤
義
光
さ
ん
の
木
彫
り
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
年
程
前
か
ら
木
彫
り
を
始
め
ら
れ
、
作
品
は
　
数
点
、
ひ
の
き
・
杉

な
ど
の
材
料
か
ら
仏
像
・
動
物
な
ど
に
彫
り
上
げ
ら
れ
、
そ
し
て
佐
藤
さ

ん
の
息
吹
が
吹
き
込
ま
れ
、
作
品
が
完
成
し
ま
す
。

　
素
材
を
生
か
し
た
、
素
朴
で
魅
力
あ
ふ
れ
る
作
品
ば
か
り
で
す
。
　
　

図書館だより
☎６８－５５２９

お
ぼ
え
　
が
き

平成１３年４月１５日
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１５:３０～１５:５０

１５:３０～１６:２０

１５:３０～１６:３０

１５:３０～１６:００

１５:３０～１６:００

１５:３０～１６:００

１５:００～１５:２０

１５:００～１５:２０

１６:００～１６:２０

１６:００～１６:２０

１５:２０～１５:５０

１６:３０～１６:５０

１６:３０～１６:５０

１６:１０～１６:３０

１６:１０～１６:３０

１３:２０～１３:４０

１３:３０～１４:００

１３:５０～１４:１０

１４:２０～１４:５０

１４:２０～１４:５０



１１

団
本
部

副
団
長
＝
酒
井
宣
行
　

第
一
分
団

班
長
＝
永
井
　
誠
、
愛
知
廉
三
、
伊
藤

孝
夫
　
団
員
＝
加
藤
達
也
、
赤
坂
直
哉

佐
藤
欣
一
、
加
納
則
明
、
山
内
裕
三
　

早
瀬
和
幸
、
山
内
隆
宗
、
水
野
大
輔
　

加
藤
英
基
、
有
賀
伸
明
、
足
立
達
紀
　

川
本
和
貴
、
日
比
野
　
浩

第
二
分
団

部
長
＝
小
栗
深
雪
、
小
栗
智
幸
　
班
長

＝
小
栗
　
浩
、
鈴
木
　
晋
、
小
栗
昭
二

小
栗
敏
美
、
長
谷
川
和
文
　
　
団
員
＝

小
栗
浩
徳
、
小
栗
幸
二
、
奥
村
弘

伊
藤
健
一
、
伊
藤
広
司
、
青
木
幸
治

伊
佐
治
弘
記

第
三
分
団

部
長
＝
藤
田
隆
治
、
小
栗
和
己
　
班
長

＝
成
瀬
和
伸
、
藤
田
雅
行
、
土
本
幸
一

団
員
＝
水
野
辰
英
、
廣
瀬
雅
裕
、
熊
谷

光
記
、
有
我
尚
志
、
足
立
晴
康
、
柴
山

陽
一
郎
、
安
藤
裕
治

第
四
分
団

部
長
＝
山
口
健
治
、
澤
井
高
峰
、
伊
藤

知
康
、
堀
　
正
和
　
班
長
＝
澤
井
裕
志

中
山
智
雄
、
和
田
正
雄

第
五
分
団

分
団
長
＝
小
木
曽
隆
己

団
員
＝
上
手
智
彦
、
市
川
佳
宏
、
河
野

行
男
、
松
之
木
啓
司

音
楽
隊

団
員
＝
安
藤
　
綾

第
一
分
団

班
長
＝
小
林
健
吾
　
団
員
＝
大
脇
雅
司

有
賀
政
光
、
伊
藤
嘉
英
、
山
内
直
樹

山
内
貴
政
、
山
内
智
彦
、
加
藤
明
男

横
井
龍
二

第
二
分
団

分
団
長
＝
小
倉
道
生
　

部
長
＝
小
栗
一
好
、
山
内
雅
彦
　
団
員

＝
高
木
紀
算
、
山
本
和
輝
、
安
藤
幹
彦

大
竹
寿
弘
、
本
多
千
尋
、
渡
辺
浩
貴

古
田
　
誠
、
佐
合
　
淳
、
水
野
天
玲

小
澤
達
也
、
安
藤
　
進
、
小
栗
譲
次

渡
辺
啓
介
、
大
山
文
成

第
三
分
団

団
員
＝
柴
田
征
人
、
山
上
豊
昌
、
亀
津

誠
、
　
渡
辺
重
典
、
古
田
憲
司
、
小
栗

康
利
、
奥
村
重
信
、
水
野
雅
友
、
鈴
木

光
夫
、寺
倉
慎
二
、中
川
茂
則
、
佐
々
木

貴
浩

第
四
分
団

副
分
団
長
＝
小
栗
義
朗
　

部
長
＝
二
村
博
之
　
団
員
＝
大
島
直
也

渡
辺
将
哲
、
小
木
曽
充
敏
、
安
部
智
晴

水
野
清
忠
、
白
鳥
新
一

第
五
分
団

副
分
団
長
＝
中
村
淳
司

団
員
＝
木
野
村
寛
、
西
尾
友
宏
、
桟
原

洋
一
、
西
尾
佳
也
、
水
野
徳
人
、
成
瀬

広
之
、
安
藤
　
淳

音
楽
隊

団
員
＝
近
藤
雅
也
、
真
田
倫
成

第
一
分
団

部
長
＝
伊
藤
正
彦
　
班
長
＝
渡
辺
範
之

三
宅
博
久

第
二
分
団

班
長
＝
小
栗
孝
範
、
三
浦
正
二
郎

渡
辺
政
百
、
伊
藤
敏
彦
、
板
橋
茂
晴
　

団
員
＝
熊
谷
隆
男

第
三
分
団

部
長
＝
佐
々
木
真
、
小
木
曽
達
也
　

班
長
＝
藤
田
修
二
、
安
藤
知
幸
、
安
江

利
明
、
安
藤
元
一

第
四
分
団

分
団
長
＝
塚
本
修
久
　

部
長
＝
和
田
建
司
、
中
山
直
樹

小
木
曽
栄
一
　
班
長
＝
大
島
義
仁

和
田
裕
之
、
吉
田
真
、
和
田
光
浩

工
藤
剛
生

第
五
分
団

分
団
長
＝
小
木
曽
博
文

音
楽
隊

部
長
＝
斎
木
章
之
　

班
長
＝
木
田
み
ど
り

団
本
部

分
団
長
＝
高
木
正
光
（
第
四
分
団
）

音
楽
隊

団
員
＝
木
村
　
亨
（
第
一
分
団
）

　
４
月
１
日
、
〈
仮
称
〉
中
央
公
園
（
旧
瑞
浪
小
学
校
跡
地
）
に
お
い
て
、
平
成
　
年
度

瑞
浪
市
消
防
団
入
退
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
退
団
さ
れ
た
五
十
六
人
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
今
年
度
の
瑞
浪
市
消
防
団
は
、
新
た
に
五
十
六
人
の
入
団
者
を
迎
え
四
百
三
十
二
人
の

体
制
で
出
発
し
ま
し
た
。
式
典
で
辞
令
を
受
け
た
方
は
次
の
み
な
さ
ん
で
す
。（
敬
称
略
）

消

防

団

入

退

団

式

消

防

団

入

退

団

式

消

防

団

入

退

団

式

　
退
団
者

　
入
団
者

　
階
級
変
更
者

　
所
属
変
更
者

瑞浪市役所　☎６８－２１１１

・

・

・・・・・・・・・

・・・・・

・・・

・・
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１２

瑞浪駅前で出店しませんか!瑞浪駅前で出店しませんか!（特権付き）（特権付き）

　瑞浪市商店街連合会では３つの空き店舗を、チャ

レンジショップやコミュニティ施設等に活用、商店

街活性化を図る事業を計画しています。

　次のとおり出店者を募集しますので、希望される

方はこの機会にぜひご応募ください。

　なお、店舗等改修費及び家賃の一部について連合

会からの補助があり、大変有利に出店できます。

●募集業種　商店街にふさわしい業種で連合会が認

　　　　　　めたもの。

●開店予定期間　平成１３年９月

●応募方法　指定の出店希望申込書に記入のうえ連

　　　　　　合会へ提出する。

●応募期限　平成１３年８月１７日（金）

　　　　　　　　　　　５月１日から各コミュニテ

　　　　　　　　　　ィーセンターおよび市役所

　　　　　　　 （宿日直）で、火葬場使用料の払

　　　　い込みができるようになります。これによ

り、許可証の受取りと納付が一度で済みます。

　つきましては、死亡届を出される時には、次の料

金をご持参いただきますようお願いします。

※なお、葬祭室（式場）等を利用される場合は、

　直接斎場（☎６８－３６６６）へ申込みくだ　
　さい。

◆各店舗の条件

◆店舗位置図

場　　所 面　積 月  家  賃  等

① 駅前商店街

② 本町商店街

③ 浪花商店街

約１０坪

約１９坪

約１５坪

６万円

７万円（敷金３ヵ月）

５万円

◎問い合わせ・申し込み　物産観光案内所内瑞浪市商店街連合会空き店舗対策委員会　☎６７－２６２３

JR瑞浪駅
至
多
治
見

至
恵
那

●
１
号
店

　
あ
む
り
た

本町商店街

駅前商店街

浪
花
通
り

商
店
街

②

③
①

火葬場使用許可申請と同時に使用料の納付を！

・16歳以上　　５，０００円

・16歳未満　　３，０００円

・死胎の場合　１，０００円

火葬場
使用料５月１日から

平成１３年度 集団資源回収のお知らせ

瑞浪・土岐・明世地区 稲津地区

陶地区

釜戸・大湫地区

５月２０日　２月３日

11月１８日

４月２９日　２月１７日

７月１日　12月２日

７月１日　２月１７日

５月２０日　10月７日

日吉地区

１号店　甘露（紅茶専門店）を経営する後藤恒久さん
あむりた

１号店　甘露（紅茶専門店）を経営する後藤恒久さん
あむりた

平成１３年４月１５日



　寺河戸町竜門橋から、桜堤を土岐川の上流へ

２００ｍほど行くと、道路に隣接して『瑞浪市心身

障害者小規模授産所』と看板を掲げた瓦葺きの建物

が目に入ります。

　ここは、知的障害者と身体障害者とが、互いに協

調性を持ちながら、各自がその能力に応じ、様々な

作業を通して、創意工夫と訓練を重ね、働く意欲を

高め、社会復帰のための自立をめざすことを目的と

した施設です。

　街なかのこの地に、身障福祉工場として昭和

５４年（１９７９）に創設、５６年に小規模授産所と

して本格稼働、平成６年に現在の建物に建て替えら

れたものです。

　この間、身体障害者福祉協会が市から運営を委託

され経営にあたって来ましたが、時代の流れもあり、

今年の４月１日から、瑞浪市社会福祉協議会（石川

正俊会長）が運営に携わることとなりました。

　ここで新メンバーを紹介します。

・会長の石川正俊さん「多くの方達の支援のおかげ

で今までやってこれたものと思います。県下でも先

鞭をつけた心身障害者施設として、これからも親た

ちの安心と生活の援助等に貢献できるものと考えま

す」

・施設長の小栗司さん（社会福祉協議会事務局長）

・指導員の加藤寛郎さん「以前は愛知県にある知的

入所更生施設で働いていました。早くここの利用者

の方と仲良くなって、頑張っていきたいと思います」

・指導員補助の勝股多賀子さん「昨年の７月からこ

こで働いています。以前は近くのドリームプラザに

いました。皆さんと楽しく、一緒にやって、喜んで

来てもらえる所にしたいです」

・創立以来の木村健二さん「今年７９歳となり、こ

れからはボランティアで来ます。当初はパチンコ台

壊しもしました。景気も悪く、皆さんのご協力が無

ければ難しい時代となりました」

◎問い合わせ　瑞浪市心身障害者小規模授産所

　寺河戸町９８０番地　☎６７－２０７１
　（定員１５人、土日祝日は休み、主な作業は陶磁

　　器の箱折り等）

これは、平成１２年１０月２０日、１１月２０日に開催された勉強会の内容を集約したものです。

※回答は、資源エネルギー庁及び科学技術庁の担当課長等

【質問７】研究が終わった段階で、核燃料サイクル

　開発機構が、最終処分を行う実施主体（原子力発

　電環境整備機構）に転売することができるか？

【回答】研究終了後の計画については、四者協定に

　より関係自治体が参加した協議機関をつくること

　になっており、この機関で十分協議することとな

　っています。勝手に他の研究施設に転用はできな

　い仕組みになっています。

　　核燃料サイクル開発機構は、国が決めた計画に

　基づいた仕事しかできないことになっています。

　勝手に何かをするということはできません。

【質問８】研究と処分とは全く別個ということか？

【回答】全く別です。

【質問９】市民の声がどのように法律に反映される

　のか？

【回答】市長の意見は市民の声を代弁するものとし

　て、とらえております。　　　　　　　　（完）

　◎担当　企画政策課　☎内線３３２

左から勝股さん、加藤さん、木村さん、石川さん、小栗さん

『特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律』の勉強会より④『特定放射性廃棄物の最終処分に関する法律』の勉強会より④

心身障害者小規模授産所ってご存じですか！心身障害者小規模授産所ってご存じですか！心身障害者小規模授産所ってご存じですか！

瑞浪市役所　☎６８－２１１１１３



１４

　８月１０日（金）～１２日（日）の七夕祭り期間中、

あなたも『すごい』オブジェを、『陶器の街・みず

なみ』で創ってみませんか。

・作品　テーマは自由、クレイ（陶土）は支給品を

　使用しサイズ高さｌｍ以上２ｍ未満、あらかじめ

　設置してある土台（縦９０cmx１８０cm）に収まるもの

・制作　４８時間（８月１０日正午から１２日正午まで）

・会場　寺河戸町元町ストリート

・募集　２０チーム以内、１チーム１０人以内の団体参

　加とする。

・応募方法　所定の参加申込用紙に該当事項を記入

　の上、制作するオブジェのデッサン（Ａ３サイズ

　の用紙）を添えて事務局まで郵送または持参。

・締切り　６月１５日（金）　当日消印可

・選考結果　７月初旬に書類審査、結果を７月中旬

　に通知。なお、参加者には後日説明会あり。

・審査員　委員長　加藤孝造（陶芸家）

　委員　伊村彰介（陶芸家）、内藤二朗（彫刻家）

　天野裕夫（彫刻家）、中山尚子（ｲﾗｽﾄﾚーﾀー）

・賞　グランプリ　賞金 １００万円、準グランプリ

　20万円、特別賞、元町商店街賞、感動賞

◎問合せ・申込先 〒５０９－６１２１瑞浪市寺河戸町１０４３－２

　瑞浪商工会議所内　美濃源氏七夕まつり（陶土フ

　ェスタ部会事務局）

☎ ０５７２－６７－２２２２　FAX０５７２－６７－２２３０

５月１８日（金）　学科　セラトピア（土岐市）
５月１９日（土）　実技　カヤバ工業（可児市）
　受講料　１０，５５０円（テキスト、１日分昼食を含む）

５月２４日（木）・２５日（金）
　会　場　セラトピア土岐（土岐市土岐津町高山）

　受講料　１７，７００円（テキスト、２日分昼食を含む）

◎問合せ・申込先　東濃産業労働協会（多治見市

　東町）☎２４－４５９５

募
集
募
集

案
内
案
内

案
内
案
内

　真夏のストリートパフォーマンス
第４回 みずなみ陶土フェスタ

クレイオブジェコンテストクレイオブジェコンテストクレイオブジェコンテスト

　参加者募集　賞金１００万円

クレーン（天井）特別教育講習会

特定科学物質作業主任者技能講習会

危険物取扱者試験予備講習会

８月２９日（水）クラウンカントリークラブ　
第４回瑞浪市民ゴルフ大会

日本に永住している旧軍人軍属等の
皆さまヘ  弔慰金等が支給されます

退職金の準備をしましょう！

歯科休日救急診療（各９時～15時）

　中退共制度（中小企業退職金共催制度）は、中小

企業に働く従業員のための退職金制度です。

㈰ 掛金の一部を国が助成

㈪ 掛金は税法上全額非課税

㈫ 加入前の過去勤務期間や転職した場合に通算可

㈬ 福利厚生施設設置等に融資制度があります。

◎問い合わせ　

　退職金相談コーナー  ☎０５２－６８１－８９５１

◎対象者　特別永住者として日本に永住している方

　などで、昭和１２年７月７日以後の公務傷病により

　㈰昭和１６年１２月８日以降死亡された方の遺族

　㈪重度の障害の状態にある方

　㈫重度の障害の状態にあった方の遺族

◎支給内容

　弔慰金２６０万円（上記の㈰又は㈫に該当する方）

　見舞金等４００万円（上記の㈪に該当する方）

◎請求期間　平成１３年４月１日～平成１６年３月３１日

◎問い合わせ　福祉課　☎内線１０３　
　または県福祉政策課恩給援護係

    ☎０５８－２７２－１１１１　 内線２５８２

　予選会は、瑞浪地区、土岐地区、明世地区、釜戸

大湫地区、陶地区、稲津地区、日吉地区の７地区で行

われ、予選を勝ち抜いた２０人が大会に出場します。

　詳細については、事務局安藤☎６７－１３１１ま
でお問い合わせください。

＊当日電話予約が必要です

５月22日（火）・23日（水）　恵那総合庁舎
　申込受付　４月27日（金）まで

◎問合せ・申込先　

　消防本部　☎６８－２００１

５月３日（木）

５月４日（金）

５月５日（土）

５月６日（日）

土岐歯科医院　

小木曽歯科医院

景山歯科医院　

今井歯科医院　

☎６８－２３０６

☎６７－１７８８

☎６７－１６８５

☎６８－２４４８

平成１３年４月１５日



１５

・場所　ユニ－瑞浪店北隣広場

・販売品目　新鮮野菜、山菜、木・竹炭、花卉、

　野菜苗、有機米、手作りコンニャク、しいたけ、

　たまご、五平餅、おやき、漬物等の特産品。

・品物が無くなりしだい終了します。

◆出品希望者は、農林課☎６８－２１１１ 内線４７５まで
●半原朝市（日吉町半原、菅沼・芹生田）

・毎週水・金・日曜日　６時～

●鬼岩夕市（鬼岩ドライブイン駐車場）

・毎週土曜日　１７時～

●みずなみ青空市（JR瑞浪駅前ときわパーク）

・毎週日曜日　８時～

●みずなみ夕市（明賀台ふれあい公園）

・毎月第２・第４水曜日　１７時～

●オイナリッチフリーマーケット（小里稲荷神社）

・毎月第１日曜日 ９時～　☎６８－３１３１成瀬まで
　＊５月は、３日（木）・６日（日）の２回開催

　４月２１日から「こいのぼり」３００匹を泳がせます。
期間中は、農業婦人クラブによる山菜おこわ等のバ
ザー、家族で楽しめる遊びがいっぱいです。
◆場所　市民公園（水辺の広場・駐車場など）
・マスつかみ取り大会（無料）
　毎日１３時より、４００ 匹のマスを放流
・ふわふわ恐竜ランド（無料）
・わくわく縁日広場（有料）
　駄菓子、砂金採り体験
・ゴジラと遊ぼう（無料）５日の１１時と１４時
・ふれあい動物コーナー（無料）
　モルモット、うさぎ等
◎問い合わせ　文化施設課☎６８－７７１０

　サイエンスコントやイリュージョン等、ステー
ジでのパフォーマンスやショーを通して科学をも
っと楽しく面白く、笑いの中にも科学を追究しま
した。
 ・毎日㈰１１時～、㈪１３時～、㈫１４時３０分～　開催
・入場は各回先着２００人まで（時間は約５０分）
・参加無料　（協力　名古屋市科学館）
◎問い合わせ　サイエンスワールド ☎６６－１１５１

※イベント開催中は混雑が予想されます。
　瑞浪駅発の『コミュニティバス・市民公園線』
　（１回１００円）をご利用ください。

　昨年の上矢作町の災害をはじめ、間伐等手入れ
不足の森林の災害が県内各地で発生しています。
　現在、国や林業団体が一体となり、間伐推進に
取り組んでいます。様々な補助制度を設けていま
すので積極的に取り組まれることをお勧めします。
【例　間伐の場合】
・林齢　１６年生から４５年生まで
・最低面積 0.3�以上
・補助金約５万～１１万円／�当り（森林組合請負）
　事業費は場所により変動があります。保安林は
条件が合えば県治山事業として自己負担無しで実
施できます。なお、保育関係の補助制度もあります。
◎問い合わせ　農林課　☎内線４７４
　　　　　　　瑞浪市森林組合☎６８－３０２７

『青空市』情報

「翔」「翔」

安全・安心・健康をモット－にした農家の直売所

●ふれあい“みずなみ”みんなの広場

４月２２日（日）１０時～オープン以降日曜日毎に開催

５月３日（木）・４日（金）・５日（土）は

科学演芸２００１inサイエンスワールド

５月５日（土）　９時～　定員３０人
・講　　師　井口孝公氏　受講料１人１，２００円

・申込期限　４月３０日（月）　

◎問合わせ・申込み　瑞浪陶磁資料館

　　　　　　　　　　☎６７－２５０６

次回『美濃の民芸陶器』５月４日（金）～６月２４日（日）

ミニ展『端午の土人形祭』４月２０日（金）～６月３日（日）

男の子の節句にちなんだ土人形を段飾りにして展示

・お礼　市内在住の伊藤邦彦さん並びに小木曽弘

さんから土雛が寄贈されました。貴重な民俗資料

として永く保存させていただきます。

４月３０日（月）まで

陶磁資料館企画展

瑞浪陶芸協会作品展瑞浪陶芸協会作品展

作 陶 講 座

「こいのぼり祭」　
市民公園に集合!

森林所有者のみなさんヘ

萌ーkizashi-II

瑞浪市役所　☎６８－２１１１

～手捻りで作る一輪差し～一



♥ポリオ予防接種 ●場所　保健センタ－
●時間 　１３時３０分～１５時  

５月１日（火）

５月７日（月）

５月１６日（水）

５月２９日（火）

寺河戸町・樽上町・一色町 
上野町・宮前町・高月町
明世町・松ケ瀬町・薬師町

稲津町・陶町・釜戸町 
大湫町・日吉町

山田町・明賀台・小田町
西小田町・和合町・下沖町 
須野志町・学園台

土岐町・上平町

◆対象者 
＜初回＞平成１２年７月～平成１３年１月生まれ
＜追加＞平成１２年２月～平成１２年６月生まれ
＊満７歳半（９０ヵ月）未満でまだ２回投与して
　いない児も含む。�
＊母子健康手帳と予診票を持参ください。

◆医師による健康相談…１４時３０分～１５時
　個別相談・血圧測定・尿検査を実施します。
◆乳幼児相談…９時３０分～１１時
　身体計測と育児相談
＊母子健康手帳を持参
　ください。
◆栄養相談…９時～１５時　
　栄養士の個別相談　　
＊電話予約が必要です。

健診・相談名  

♥乳幼児健診・相談・歯みがき教室　　　　＜場所＝保健センタ－　　料金＝無料＞
期　　 日　 受 付 時 間   対　象　者 持　ち　物 

１歳６カ月児健康診査  
＊健診終了後希望者に
　歯みがき教室を実施 
　します   

５月１０日(木)

５月１８日(金)
１２時３０分開始 

平成１１年１１月１日
　　～１１月１５日生

母子健康手帳
コップ・タオル 
 ※保護者の歯科検診
を同時に実施します

平成１１年１１月１６日 
　　～１１月３０日生

６カ月児健康相談
および離乳食教室  ５月１日(火) ９時３０分～９時４５分 平成１２年１１月生まれ 母子健康手帳 

母子健康手帳 
歯ブラシ、コップ

平成１１年５月生まれ９時～１１時５月８日(火)２歳児歯みがき教室

♥基本健康診査・胃・大腸・肺がん検診
期    　日

期    　日

会    　　　場

日吉コミュニティ－
センタ－

５月１０日（木）
５月１１日（金）

５月１４日（月） 
５月１５日（火）
５月１６日（水）

５月２４日（木）
５月２５日（金）

釜戸コミュニティ－
センタ－

陶コミュニティ－
センタ－  

５月２８日（月）
５月２９日（火）

ワ－クプラザ瑞浪
（陶町）

５月３０日（水）
５月３１日（木）
６月１日（金）

稲津コミュニティ－
センタ－

◆時　間    ８時３０分～１１時３０分
◆対象者    満４０歳以上の方で職場・病院等で健診を受
　　　　　ける機会のない方（ただし、高血圧・心臓
　　　　　病等の内科疾患で治療中の方は除く）
◆料　金    個人負担１，０００円
◆内　容    ・血圧測定・検尿・血液検査・心電図
　　　　　・眼底検査（必要と認めた方のみ）

＊当日は、絶食で来てください。

＊健康ファイルと過去の健診結果のある方は、持参し

　てください。

＊健診と同時にがん検診（胃・大腸・肺）を実施します。

　がん検診を希望される方は定員がありますので、

　保健センタ－へ電話等で申し込み下さい。

　料金各５００円

●健 康 相 談

場所  保健センター

●老人性痴ほう症相談
　　　　　　　　　　　受付時間　１３時～１４時　
　　　　　　　　　　　  場　　所　保健センタ－　
＜担当＞精神科医師（大湫病院）
＊電話等予約が必要です。秘密は厳守します。

５月８日（火）

５月９日（水）

対　象　地　区

保健センターだより　☎６７－２７００

　新  首  都

「東京から東濃へ」

古紙配合率100％再生紙を使用しています


